
研修会で講演する増山氏
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県
遺
族
連
盟
で
は
十
二
月
五
日
㈬
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
県
護

國
神
社
「
い
さ
お
会
館
」
会
議
室
に
お
い
て
県
連
盟
役
員
並
び
に
各
市
郡
遺
族
連
合
会

事
務
担
当
者
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
研
修
会
で
は
元
海
軍
大
尉
で
零
戦
飛
行
隊
長
を
務
め
た
増
山
保
雄
氏
の
講
演
を
拝
聴

す
る
と
共
に
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
の
報
告
を
は
じ
め
、
来
年
度
政
府

予
算
編
成
、
新
法
人
移
行
な
ど
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
、
午
後
か
ら
県
護
國
神
社
の
境
内
清
掃
に
汗
を
流
し
た
。

平
成
24
年
度
県
連
盟
役
員
並
び
に

各
連
合
会
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
は
県
遺
族
連
盟
の

役
員
の
ほ
か
、
県
下
各
遺
族

連
合
会
の
事
務
担
当
者
ら
六

十
人
が
参
加
。
定
刻
の
午
前

十
時
三
十
分
に
開
会
し
、
護

國
神
社
に
鎮
ま
る
ご
英
霊
に

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
岸
本
会

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

岸
本
会
長
は
「
先
般
、
執

り
行
い
ま
し
た
県
遺
族
連
盟

創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典

に
は
、
雨
模
様
の
天
候
で
あ

り
ま
し
た
が
県
下
各
地
か
ら

ご
参
集
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

伊
原
木
新
知
事
ら
多
く
の
ご

来
賓
の
ご
参
列
を
賜
り
、
盛

会
裏
に
式
典
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
日
は
衆
議
院
総

選
挙
が
公
示
に
な
り
、
い
よ

作業する研修会参加者（第一鳥居南側）

昨
年
に
引
き
続
き

神
社
境
内
清
掃
を
実
施

岡 山 県
遺族連盟

い
よ
選
挙
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。
民
主
党
が
政
権
を
担
っ

て
か
ら
三
年
、
震
災
復
興
は

大
幅
に
遅
れ
、
デ
フ
レ
は
収

ま
ら
ず
景
気
は
低
迷
し
た
ま

ま
で
あ
り
ま
す
。
更
に
大
き

な
問
題
と
し
て
、
我
が
国
の

領
土
・
主
権
が
侵
さ
れ
る
事

態
と
な
り
、
あ
の
大
戦
以
来

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
の
危
機
に
対
応
で
き

る
政
治
体
制
に
変
え
な
け
れ

ば
日
本
の
将
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
英
霊
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
国
造
り
の
た
め
、
十

六
日
の
投
票
日
に
向
け
て
皆

様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
、
挨
拶
を
結
ん
だ
。

　

続
い
て
研
修
に
入
り
、
先

ず
「
野
球
小
僧
が
零
戦
飛
行

隊
長
に
」
と
題
し
て
、
元
海

軍
大
尉
の
増
山
保
雄
氏
の
講

演
を
拝
聴
し
た
。
増
山
氏
は

講
演
で
、「
飛
行
教
官
と
し
て

指
導
し
た
多
く
の
少
年
飛
行

兵
が
特
攻
に
送
り
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
私
自
身
も
昭
和

十
九
年
六
月
の
マ
リ
ア
ナ
沖

海
戦
に
お
い
て
、
乗
船
し
て

い
た
航
空
母
艦
・
翔
鶴
（
し

ょ
う
か
く
）
が
敵
米
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
。

多
く
の
戦
友
が
深
い
海
に
沈

ん
だ
」
と
述
べ
、
有
能
な
若

者
の
命
が
無
残
に
も
失
わ
れ

る
戦
争
の
実
態
を
訴
え
た
。

　

そ
し
て
、「
武
力
衝
突
を
如

何
に
避
け
る
か
。
事
前
の
外

交
力
が
重
要
で
あ
る
」
と
講

演
を
締
め
括
っ
た
。

　

次
に
、
岸
本
会
長
が
、
十

月
一
日
に
岡
山
市
内
で
開
催

さ
れ
た
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
遺
族
会
会
議
の
報
告
（
本

紙
十
月
号
掲
載
）
を
行
い
、

続
い
て
、
事
務
局
が
①
来
年

度
政
府
予
算
編
成
及
び
②
新

法
人
へ
の
移
行
（
別
掲
）
等

に
つ
い
て
報
告
・
説
明
し
、

午
後
十
二
時
二
十
分
、
合
同

研
修
会
を
閉
会
し
た
。

　

県
遺
族
連
盟
で
は
、
十
二

月
五
日
に
開
催
し
た
合
同
研

修
会
終
了
後
、
県
護
國
神
社

境
内
の
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
実
施
す
る
も
の

で
、
研
修
会
参
加
者
は
境
内

の
建
物
な
ど
、
施
設
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
木
々
の

間
引
き
や
落
ち
葉
の
除
去
・

搬
出
な
ど
、
午
後
一
時
か
ら

約
二
時
間
、
清
掃
作
業
に
汗

を
流
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
は
、
主
に
第

一
鳥
居
か
ら
研
修
所
、
社
務

所
付
近
な
ど
、
境
内
北
側
の

清
掃
作
業
を
行
っ
た
が
、
今

年
は
本
殿
か
ら
宝
物
館
、
第

一
鳥
居
ま
で
の
間
の
、
主
に

境
内
南
側
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
と
同
様
に
、

巨
木
の
枝
打
ち
や
間
引
き
な

ど
、
危
険
を
伴
う
高
所
の
作

業
は
岡
山
市
内
の
専
門
業
者

で
あ
る
㈱
山
都
屋
に
依
頼
。

ク
レ
ー
ン
車
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
等
を
使
用
し
、
十
一
月
中

旬
か
ら
数
日
間
、
伐
採
作
業

を
い
た
だ
い
た
。

　

当
日
の
清
掃
作
業
に
は
、

研
修
会
参
加
者
の
ほ
か
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
赤
磐
市
の

㈱
金
信
建
設
（
代
表
／
金
谷

征
正
赤
磐
市
遺
族
会
会
長
）

の
方
々
も
参
加
、
木
々
や
落

ち
葉
の
搬
出
に
協
力
（
五
、

七
日
の
二
日
間
）を
賜
っ
た
。

　

こ
の
た
び
の
清
掃
作
業
に

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、「
ご
英
霊
鎮
ま
る
護
國

神
社
の
た
め
に
」
と
、
全
面

的
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

㈱
山
都
屋
、
㈱
金
信
建
設
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
新
年
を
迎
え
ま

す
が
、
ご
遺
族
の
皆
様
方
に

は
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
県

護
國
神
社
に
お
参
り
を
い
た

だ
き
ま
す
様
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
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清掃作業と神社境内

　

既
報
の
と
お
り
、
財
務
省

は
九
月
七
日
、
平
成
二
十
五

年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
各

省
庁
か
ら
の
概
算
要
求
を
締

め
切
っ
た
。
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
継
続
・

増
額
」
な
ど
、
概
算
要
求
に

計
上
さ
れ
た
遺
族
会
の
要
望

事
項
に
つ
い
て
は
、
本
紙
へ

の
掲
載
や
岡
山
県
戦
没
者
遺

族
代
表
者
大
会
に
お
け
る
資

料
配
布
な
ど
で
会
員
に
通
知

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
計
上

さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
項
目

の
完
全
実
現
を
図
る
た
め
、

予
算
編
成
時
期
で
あ
る
十
二

月
十
八
日
㈫
に
全
国
戦
没
者

遺
族
大
会
を
自
由
民
主
党
本

部
で
開
催
し
、
地
元
選
出
国

会
議
員
に
陳
情
を
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
衆
議
院
が
十

一
月
十
六
日
に
解
散
し
、
十

二
月
四
日
公
示
・
同
十
六
日

投
票
の
日
程
で
総
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

二
十
五
年
度
の
予
算
編
成
は

年
明
け
に
な
る
こ
と
が
確
実

と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
遺
族
会

で
は
当
初
予
定
し
て
い
た
全

国
戦
没
者
遺
族
大
会
並
び
に

国
会
陳
情
を
中
止
し
、
新
政

権
発
足
後
の
予
算
編
成
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
国

会
、
財
務
省
な
ど
関
係
方
面

の
情
報
収
集
を
行
い
、
来
年

二
月
五
日
㈫
に
改
め
て
全
国

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
公
益
法
人
制

度
改
革
に
伴
い
、
県
遺
族
連

盟
で
は
来
年
四
月
一
日
か
ら

の
非
営
利
型
・
一
般
財
団
法

人
の
移
行
認
可
を
得
る
べ

く
、
岡
山
県
並
び
に
専
門
家

な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
一
昨
年
来
よ
り
準
備
を

進
め
て
き
た
が
、
公
益
目
的

支
出
計
画
に
基
づ
く
予
算
の

策
定
や
定
款
・
新
役
員
名
簿

な
ど
、
申
請
書
類
の
修
正
・

点
検
を
完
了
し
、
去
る
十
月

二
十
九
日
、
岡
山
県
公
益
法

人
行
政
担
当
宛
に
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
認
可
申
請
を
行
っ

た
。

　

岡
山
県
に
よ
る
と
、
本
連

盟
の
移
行
申
請
は
学
識
経
験

者
、
公
認
会
計
士
な
ど
で
構

成
す
る
公
益
認
定
等
審
議
会

に
よ
り
、
十
二
月
中
に
二
回

審
査
を
行
い
、
認
可
の
可
否

に
つ
い
て
決
定
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

滞
り
な
く
移
行
が
県
か
ら

認
定
さ
れ
る
と
、
今
後
、
現

法
人
の
解
散
登
記
及
び
新
法

人
の
設
立
登
記
の
手
続
き
を

行
い
、
来
年
か
ら
一
般
財
団

法
人
と
し
て
出
発
す
る
こ
と

と
な
る
。
ま
た
、
諸
規
定
等

（
内
部
規
定
）
に
つ
い
て
も
、

あ
わ
せ
て
整
備
に
か
か
る
こ

と
と
な
る
。

　

な
お
、
新
法
人
の
公
益
目

的
支
出
計
画
に
お
け
る
事
業

に
つ
い
て
、
継
続
事
業
と
し

て
は
英
霊
顕
彰
事
業
、
遺
族

処
遇
改
善
事
業
、
そ
の
他
の

事
業
（
賃
貸
事
業
）
が
あ
る

が
、
こ
の
公
益
目
的
事
業
を

行
う
た
め
の
財
産
（
公
益
目

的
財
産
）
は
、
算
定
日
で
あ

る
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
に
お
い
て
四
四
二
、
一

四
一
、
一
五
一
円
、
そ
の
計

画
の
実
施
期
間
（
事
業
の
実

施
に
よ
る
財
産
の
消
滅
期

間
）
は
二
十
五
年
間
と
な
っ

て
い
る
。

全
国
大
会
を
来
年
二
月
五
日
に
変
更

日
本
遺
族
会

衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
に
よ
り

平
成
25
年
度
予
算
編
成
大
幅
に
遅
れ
る

新法人移行に向けて
10月末に岡山県へ認可申請

岡山県遺族連盟
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父の慰霊祭に臨んだ堀江さん（12月１日：ミンジャン）

　

高
梁
市
成
羽
町
下
原

堀　

江　
　
　

優　

　

お
父
さ
ん
、
慰
霊
巡
拝
の

旅
で
、
優
は
又
会
い
に
来
ま

し
た
。
一
緒
に
来
ら
れ
な
か

っ
た
姉
の
追
悼
の
言
葉
を
こ

れ
か
ら
私
が
代
読
し
ま
す
。

　

︱
「
お
父
さ
ん
、
祝
美
で

す
。
皆
様
と
ご
一
緒
で
き
れ

ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
来

ら
れ
な
く
本
当
に
残
念
に
思

い
ま
す
。
時
は
流
れ
て
行
き

ま
し
た
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

の
間
で
し
た
が
、
両
親
と
楽

し
く
暮
ら
し
た
古
里
の
懐
か

し
い
家
に
今
は
人
は
な
く
、

淋
し
い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
致
し
方
の
な
い
こ
と

な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
別
れ
し
て
か
ら
六
十
数

年
の
歳
月
が
流
れ
、
小
さ
か

っ
た
私
達
も
高
齢
に
な
り
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
に
大
変
可

愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

私
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た

お
父
さ
ん
の
胸
の
温
も
り
が
、

ま
だ
心
に
生
き
続
け
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
小
学
校

に
入
学
し
、
字
が
書
け
る
よ

う
に
な
っ
た
時
、
絵
と
手
紙

を
送
り
ま
し
た
ね
。
母
か
ら

お
父
さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
二
月
、
お
父

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
か

さ
れ
た
時
、
何
が
何
だ
か
信

じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の

後
も
、
お
父
さ
ん
の
帰
り
を

毎
日
毎
日
待
ち
続
け
て
い
ま

し
た
。『
死
ん
だ
な
ん
て
嘘

だ
。
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
ん

だ
』
と
強
く
信
じ
続
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
事
実
を
認

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

父
の
死
が
家
族
に
ど
ん
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
小
さ

か
っ
た
私
達
に
は
勿
論
、
分

か
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
母

は
杖
と
も
柱
と
も
頼
り
に
し

て
い
た
夫
が
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
こ
と
で
、
落
胆
し
気
力

を
無
く
す
程
、
深
い
悲
し
み

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
小
さ
い

子
供
に
は
想
像
も
付
か
な
い

こ
と
で
し
た
。

　

『
子
供
を
頼
む
』
と
、
何

度
も
言
っ
て
出
征
し
た
父
の

思
い
に
応
え
よ
う
と
、
母
は

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働

き
、
夜
な
べ
ま
で
し
て
一
生

懸
命
、
私
達
二
人
を
気
丈
に

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
強
い
母
に
見
え
ま
し
た

が
、
心
の
中
に
多
く
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
、
反

っ
て
気
丈
に
振
舞
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
も
母
の
献
身
的
な
後

姿
を
見
る
こ
と
で
、
自
然
に

手
助
け
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
母
も
七
十
六

歳
を
一
期
と
し
て
、
子
や
孫

に
看
取
ら
れ
て
静
か
に
穏
や

か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
子
供

が
成
人
す
る
ま
で
母
は
苦
労

の
連
続
で
、
一
生
の
中
で
最

も
苦
し
か
っ
た
時
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
見

る
時
、
母
に
は
す
ま
な
い
気

持
ち
と
感
謝
で
一
杯
で
す
。

　

当
時
、
母
子
家
庭
の
子
供

は
社
会
的
に
大
き
な
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
お

り
、
厳
し
い
生
活
や
体
験
が

人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
、

強
い
心
が
育
ま
れ
た
様
に
も

思
い
ま
す
。
一
方
、
私
に
は

看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う

強
い
希
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
家
を
離
れ
る
こ
と
で
、

母
に
こ
れ
以
上
の
苦
労
を
か

け
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、

諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
私
の
一
番
の
負

の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
私
達
姉
弟
は
近
く
に

あ
っ
て
、
お
互
い
助
け
合
い

な
が
ら
平
穏
無
事
に
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。ど
う
か
、

こ
れ
か
ら
も
私
達
家
族
を
遠

い
異
国
の
地
の
草
葉
の
陰
か

ら
、
そ
っ
と
見
守
っ
て
下
さ

い
。
残
し
た
家
族
の
こ
と
を

心
配
す
る
こ
と
な
く
、
ど
う

か
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ

い
」
︱
以
上
が
姉
の
積
年
の

想
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

亡
き
父
ら
の
眠
る
戦
没
地
に

立
ち
、
慰
霊
巡
拝
を
行
う
こ

と
を
通
し
て
現
地
の
方
々
と

の
友
好
親
善
に
努
め
、
相
互

の
理
解
や
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
世
界
の
恒
久
平
和
と

互
い
の
国
の
繁
栄
に
資
す
る

こ
と
が
戦
没
者
の
方
々
の
願

い
に
報
い
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
不
断
の

努
力
を
致
す
こ
と
を
お
父
さ

ん
に
お
誓
い
し
、
私
の
追
悼

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
12
月
１
日

堀
江
功
の
長
男　

堀
江　

優

　
　
　
　

長
女　

池
田
祝
美

（
追
伸
）
私
た
ち
を
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
い
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
々
、
こ
の
事
業
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
遺
族

会
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様

方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

日本の平和と繁栄の礎となられたご英霊鎮まる杜で
来る年を思いご英霊への感謝と平和への祈りを捧げましょう。

初詣はご家族・お友達と一緒に護國神社で。

厳かな神域で祈る
　　　一年の始まり。初詣

舞楽殿に掲げられる大絵馬
（縦3.5ｍ×横６ｍ）

大晦日の午後11時から境内を
ライトアップ
元旦から３日まで御神酒が
振る舞われます。

ミ
ャ
ン
マ
ー
慰
霊
友
好
親
善
訪
問

姉
の
積
年
の
想
い
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岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
県
補
助
事
業
に
よ
り
沖

縄
戦
跡
巡
拝
を
行
い
、
本
島

南
端
の
摩
文
仁
地
域
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
岡
山
の
塔
」

に
お
い
て
、
沖
縄
及
び
南
方

諸
地
域
で
戦
没
さ
れ
た
本
県

出
身
戦
没
者
三
万
三
千
七
百

余
柱
の
追
悼
式
を
執
り
行
い

御
霊
を
お
慰
め
し
て
い
る
が
、

本
年
は
岸
本
県
遺
族
連
盟
会

長
を
は
じ
め
県
下
か
ら
四
十

九
名
が
参
加
し
、
十
一
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
日

程
で
沖
縄
県
を
訪
問
し
た
。

　

巡
拝
団
は
沖
縄
到
着
後
、

先
ず
全
国
の
将
兵
を
お
祀
り

す
る
沖
縄
県
護
國
神
社
に
参

拝
し
、
御
霊
の
冥
福
と
旅
の

平
安
を
祈
願
。
そ
し
て
、
沖

縄
戦
最
後
の
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
南
部
方
面
の
巡
拝

を
行
い
、
喜
屋
武
岬
に
あ
る

「
平
和
の
塔
」、
米
須
地
区
の

「
魂
魄
の
塔
」
に
お
参
り
し

巡
拝
第
一
日
目
を
終
え
た
。

　

朝
か
ら
雨
模
様
で
、
昨
年

同
様
、
天
候
が
気
に
な
る
訪

問
で
あ
っ
た
が
、「
健
児
の

塔
」
の
参
拝
に
続
い
て
沖
縄

戦
没
者
墓
苑
で
の
慰
霊
祭
を

終
え
、午
前
十
一
時
か
ら「
岡

山
の
塔
」
に
お
い
て
戦
没
者

追
悼
式
を
執
り
行
う
。
幸
い

に
も
雨
風
も
な
く
穏
や
か
な

中
で
の
開
式
と
な
っ
た
。

　

追
悼
式
は
岡
山
県
知
事
の

ご
名
代
と
し
て
伯
野
保
健
福

祉
部
長
、
県
議
会
か
ら
内
山

議
長
、沖
縄
県
か
ら
県
知
事
、

県
議
会
議
長
を
は
じ
め
関
係

当
局
の
ご
列
席
の
も
と
、
御

霊
の
冥
福
を
お
祈
し
、
平
和

希
求
を
お
誓
い
申
し
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
巡
拝
団
は
那
覇

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
十
二
月
行
事
表

５
日　

県
連
盟
役
員
・
各
市
郡
遺
族
連
合
会
事
務
担
当
者
合
同
研
修
会

（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
護
國
神
社
境
内
清
掃
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

御
用
納
め平

成
二
十
五
年
一
月
行
事
表

１
日　

歳
旦
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

元
始
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
幹
事
会
（
岡
山
商
工
会
議
所
）

13
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
正
式
参
拝・新
年
互
礼
会（
県
護
國
神
社
）

16
日　

崇
敬
者
大
総
代
・総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

25
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
津
山
国
際
ホ
テ
ル
）

29
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
旧
九
段
会
館
）

30
日　

日
遺
支
部
女
性
部
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

平
成
二
十
五
年
二
月
行
事
表

５
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
／
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

20
日　

県
連
盟
女
性
部
平
成
24
年
度
研
修
会（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
） 「岡山の塔」戦没者追悼式（11月23日）

「平和の塔」の説明をいただいた
宮里座間味村遺族会会長

市
泊
港
か
ら
高
速
船
で
慶
良

間
諸
島
の
座
間
味
島
へ
。
翌

二
十
四
日
午
前
、
地
元
遺
族

会
の
宮
里
会
長
（
元
村
長
）

の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
日

本
軍
将
兵
と
集
団
自
決
し
た

地
元
住
民
を
お
祀
り
す
る

「
平
和
の
塔
」
へ
参
拝
し
、

無
念
の
中
で
戦
没
さ
れ
た

方
々
を
お
慰
め
し
た
。
そ
し

て
慰
霊
行
事
を
終
え
た
巡
拝

団
は
午
後
、
本
島
に
戻
り
、

夕
刻
、全
員
無
事
帰
岡
し
た
。

　
　
　
遺
　
　
　
書

陸
軍
少
佐　

山
　
本
　
卓
　
美
　
命
　
　

昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日　

比
島
レ
イ
テ
島
付
近
に
て
戦
死　

福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
出
身　

二
十
一
歳　

父
上
様

母
上
様

卓
美
ハ
オ
先
ニ
失
礼
致
シ
マ
ス
。

二
十
有
余
年
ノ
間
、
此
ノ
上
ナ
ク
可
愛
ガ
ッ
テ
頂
キ
マ
シ
タ
。

山
ヨ
リ
モ
高
ク
、海
ヨ
リ
モ
深
キ
養
育
ノ
御
恩
ニ
何
等
報
ユ
ル
所
ナ
ク
、

御
心
配
ヲ
カ
ケ
通
シ
テ
参
リ
マ
シ
タ
ガ
、
今
ヤ
御
恩
ノ
万
一
ニ
報
ユ
ル

時
ガ
参
リ
マ
シ
タ
。

光
栄
ア
ル
八
紘
隊
長
ニ
選
バ
レ
、
南
海
ニ
水
潰
ク
屍
ト
ナ
ル
ハ
男
子
ノ

本
懐
、
只
々
感
謝
感
激
ノ
外
ア
リ
マ
セ
ン
。

信
ズ
ル
ハ
皇
国
ノ
必
勝

祈
ル
ハ
皇
運
ノ
無
窮

靖
國
神
社
デ
、
オ
待
チ
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

御
両
親
様
、
幸
福
ニ
御
暮
シ
下
サ
イ
マ
ス
様
、
心
ヨ
リ
祈
リ
上
ゲ
マ
ス
。

　

昭
和
十
九
年
十
一
月
三
十
日

山
本
卓
美�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

　
　
　

謹　
　

哀　
　

悼
野
　
瀬
　
順
　
二
　
氏

　

日
本
遺
族
会
元
常
務
理
事

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
元
事
務
局
長

　

長
年
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
の
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、
遺
族
運
動
と

組
織
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
野
瀬
順
二
氏
は
、
去
る
十
二
月
二

日
の
朝
、
心
不
全
に
よ
り
岡
山
市
内
の
榊
原
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
八
十
七
歳
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲

び
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
葬
儀
は
岡
山
市
内
の
セ
レ
マ
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
喪
主
は
長
男
・
雅
夫
氏
。

平
成
24
年
度
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

「
岡
山
の
塔
」追
悼
式
を
挙
行


